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鍋
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宗
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政
策

岡
　
村
　
喜
　
史

は
じ
め
に

　

江
戸
時
代
の
北
部
九
州
で
は
、
藩
内
の
真
宗
寺
院
に
つ
い
て
単
一
の
本
山
に
属
す

る
よ
う
な
政
策
が
と
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
久
留
米
藩
で

は
東
本
願
寺
末
、
肥
前
鍋
島
藩
（
佐
賀
藩
）
で
は
西
本
願
寺
末
、
福
岡
藩
で
は
大
部

分
が
西
本
願
寺
末
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
北
部
九
州
の
藩
単
位
で
の
単
一
の

派
と
す
る
傾
向
が
発
生
し
た
一
端
に
つ
い
て
は
、
以
前
、
福
岡
藩
の
事
例
を
と
り
あ

げ
て
、
黒
田
長
政
の
意
向
が
大
き
く
影
響
し
て
い
た
こ
と
を
紹
介
し
て
お
い
た（

（
（

。
し

か
し
ま
だ
、
北
部
九
州
に
お
け
る
江
戸
時
代
の
真
宗
寺
院
に
つ
い
て
の
研
究
は
ほ
と

ん
ど
進
め
ら
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
北
部
九
州
に
お
い
て
藩
内
の
真
宗
寺
院
を
単
一
の
派
に
統
一
さ
れ
て

い
る
事
例
と
し
て
肥
前
大
村
藩
が
以
前
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
。
大
村
藩
で
は
領
内
の

す
べ
て
の
真
宗
寺
院
が
東
本
願
寺
末
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
他
の
北
部
九
州
の
諸
藩
と

同
様
に
藩
の
主
導
に
よ
っ
て
真
宗
寺
院
の
派
の
統
一
が
進
め
ら
れ
た
よ
う
に
考
え
ら

れ
て
き
た
。と
こ
ろ
が
、大
村
藩
内
で
東
本
願
寺
末
と
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、「
諸

国
江
遣
書
状
之
留
」
に
こ
の
時
の
経
緯
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

元
禄
十
三
年
（
一
七
〇
〇
）
に
大
村
の
正
法
寺
が
西
本
願
寺
末
か
ら
東
本
願
寺
末

に
改
派
し
た
。
こ
の
時
周
辺
の
多
く
の
寺
院
が
正
法
寺
に
従
っ
て
東
本
願
寺
末
に
改

派
す
る
意
志
を
示
し
た
が
、
翌
十
四
年
四
月
に
は
三
重
村
の
正
林
寺
と
千
綿
村
の
安

養
寺
が
西
本
願
寺
に
上
り
東
本
願
寺
末
に
改
派
し
な
い
こ
と
を
約
束
し
た
。
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
長
崎
の
大
光
寺
は
、
両
寺
を
始
め
正
法
寺
に
従
わ
ず
西
本
願
寺
に
残
る

こ
と
を
表
明
し
た
寺
院
が
五
カ
寺
あ
る
と
し
た
。
こ
の
た
め
そ
の
こ
と
を
江
戸
に
い
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た
大
村
藩
主
の
も
と
に
報
せ
た
と
こ
ろ
、
大
村
藩
の
役
人
は
難
色
を
示
し
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
そ
の
後
両
寺
は
東
本
願
寺
末
に
改
派
し
た
。
こ
の
時
正
法

寺
が
東
本
願
寺
末
に
転
派
す
る
こ
と
と
な
っ
た
理
由
に
つ
い
て
、
こ
の
中
で
は
明
確

な
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
時
大
村
藩
の
役
人
は
、
藩
内
真
宗
寺
院
が
西

本
願
寺
に
留
ま
る
と
し
た
こ
と
に
難
色
を
示
し
て
お
り
、こ
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、

藩
と
し
て
は
東
本
願
寺
末
に
統
一
し
て
お
き
た
い
と
い
う
意
向
が
あ
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。
た
だ
、
少
な
く
と
も
元
禄
十
四
年
ご
ろ
ま
で
は
大
村
藩
内
は
ほ
と
ん
ど
が

西
本
願
寺
末
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
時
の
集
団
転
派
の
結
果
東
本
願
寺
末
と
な
っ
た（

（
（

。

こ
の
こ
と
か
ら
大
村
藩
で
は
、
江
戸
時
代
初
期
か
ら
真
宗
寺
院
を
東
本
願
寺
末
に
す

る
と
い
う
政
策
を
と
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
後
の
改
派
に
よ
っ
て
東
本
願

寺
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
北
部
九
州
の
真
宗
寺
院
と
領
主
の
関
係
性
の
な
か
で
、
本
稿
で
は
肥

前
鍋
島
藩
を
事
例
と
し
て
と
り
あ
げ
て
見
て
お
き
た
い
。

　

鍋
島
藩
に
お
け
る
真
宗
寺
院
に
つ
い
て
の
研
究
と
し
て
早
い
も
の
で
は
、
池
田
史

郎
氏（

（
（

や
日
野
賢
隆
氏（

（
（

の
も
の
が
知
ら
れ
る
。
両
氏
は
佐
賀
願
正
寺
文
書
を
も
と
に
鍋

島
氏
と
の
関
係
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
日
野
賢
隆
氏
に
は
、
江
戸
時
代
の
肥
前

国
に
お
け
る
全
般
の
真
宗
寺
院
に
つ
い
て
も
外
観
的
に
論
じ
た
も
の
が
あ
る（

（
（

。
と
こ

ろ
が
、
こ
れ
ら
の
研
究
成
果
で
は
、
必
ず
し
も
鍋
島
藩
内
に
お
け
る
真
宗
の
展
開
に

つ
い
て
具
体
的
に
論
究
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。

　

そ
こ
で
、
江
戸
時
代
初
期
の
鍋
島
藩
内
に
お
け
る
真
宗
寺
院
の
展
開
に
つ
い
て
、

鍋
島
氏
と
の
関
わ
り
を
詳
細
に
確
認
す
る
と
と
も
に
、
藩
内
の
各
地
域
へ
の
真
宗
の

展
開
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
藩
主
の
意
向
が
影
響
し
て
い
っ
た
の
か
を
検
討
し
て
お

く
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
問
題
を
考
え
る
上
で
、
北
部
九
州
に
お
い
て
早
い

時
期
に
「
惣
道
場
」
と
い
う
も
の
が
見
ら
れ
る
。
た
だ
、
北
部
九
州
に
お
け
る
惣
道

場
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
で
畿
内
近
国
を
中
心
に
論
じ
ら
れ
て
き
た

概
念
と
は
異
な
る
性
格
に
あ
り
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
考
え
て
お
き
た
い
。

一
　
北
部
九
州
の
惣
道
場

　

肥
前
国
に
お
け
る
本
願
寺
系
寺
院
に
つ
い
て
、
確
認
で
き
る
確
実
な
記
録
と
し
て

最
も
早
い
も
の
は
、「
木
仏
之
留（

（
（

」
の
中
に
見
ら
れ
る
次
の
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

釈
准
如

ー

　
　
　
　

慶
長
五
年
三
月
廿
三
日

　
　
　
　
　

肥
前
国
龍
造
寺
惣
道
場

　
　

右
木
仏
者

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
三
月
二
十
三
日
に
西
本
願
寺
准
如
か

ら
木
仏
本
尊
の
安
置
を
許
さ
れ
た
の
は
、「
肥
前
国
龍
造
寺
惣
道
場
」
で
あ
っ
た
と

わ
か
る
。
こ
こ
に
あ
る
「
龍
造
寺
」
と
は
、
戦
国
大
名
の
龍
造
寺
氏
の
本
領
と
さ
れ

た
地
で
、
肥
前
国
佐
賀
郡
小
津
東
郷
内
龍
造
寺
村
が
拠
点
と
し
た
と
さ
れ
、
現
在
の

佐
賀
市
あ
た
り
を
示
す
地
の
こ
と
で（

（
（

、
こ
こ
に
「
惣
道
場
」
と
い
う
施
設
が
存
在
し

た
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
こ
の
「
木
仏
之
留
」
で
は
「
右
木
仏
者
」
以
下
が
省
略
さ

れ
て
し
ま
っ
て
い
る
た
め
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
の
時
点
で
は
「
願
主
」
と
な
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三

る
道
場
主
を
西
本
願
寺
で
は
把
握
で
き
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
以
外
に
も
、
北
部
九
州
地
域
に
お
い
て
早
い
段
階
で
「
惣
道
場
」
と
記
さ
れ

る
事
例
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、戦
国
期
の
永
正
二
年
（
一
五
〇
五
）

に
豊
後
国
で
本
願
寺
実
如
か
ら
受
け
た
阿
弥
陀
如
来
絵
像
の
裏
書
で
あ
る（

（
（

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
谷
本
願
寺
釈
実
如
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
正
二
年
乙丑
四
月
廿
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　

興
正
寺
門
徒
豊
後
国

　
　

方
便
法
身
尊
像

　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
郡
高
田
庄
別
保
村

　
　
　
　
　
　
　
　

惣
道
場
物
也

　

ま
た
、
慶
長
十
二
年
（
一
六
〇
七
）
に
西
本
願
寺
准
如
か
ら
対
馬
国
に
出
さ
れ
た

「
木
仏
御
札
」
に
も
惣
道
場
の
記
述
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る（

（
（

。

　
　

対
馬
国
上
県
郡
惣
道
場
物
也

　
　
　
　

慶
長
十
二
年
丁未
二
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　

釈
准
如
ー

　
　

右
之
木
仏
者
対
馬
国
上
県
郡
惣
道
場
ヨ
リ
依
所
望
也

　

こ
の
よ
う
に
北
部
九
州
に
お
い
て
は
、戦
国
期
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
か
け
て「
惣

道
場
」
と
記
さ
れ
る
存
在
が
い
く
つ
か
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

北
部
九
州
の
惣
道
場
の
表
記
に
つ
い
て
は
、
江
戸
時
代
初
期
の
鍋
島
藩
に
お
い
て

こ
れ
以
外
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
分
に
つ
い
て
は
、「
三　

領
内
各
地

へ
の
展
開
」
で
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

真
宗
の
惣
道
場
に
つ
い
て
は
、
畿
内
近
国
に
お
い
て
か
な
り
た
く
さ
ん
見
る
こ
と

が
で
き
、
従
来
の
研
究
に
お
け
る
惣
道
場
に
つ
い
て
は
、「
故
実
公
儀
書
上（

（1
（

」
に
次

の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の
に
大
き
く
依
存
し
て
進
め
ら
れ
て
き
た
。

　
　
　
　
　

道
場
惣
道
場
之
事

　
　

一
壱
人
之
開
基
ニ
て
建
立
之
寺
を
道
場
ト
云
。
惣
門
徒
打
寄
開
基
ニ
て
建
立
之

寺
を
惣
道
場
ト
云
。
尤
惣
道
場
ハ
住
持
之
儀
、
惣
門
徒
了
簡
ニ
て
差
置
、
御

本
山
ゟ
御
差
構
無
之
。
外
寺
門
徒
打
寄
建
立
之
寺
を
立
会
道
場
ト
云
。
御
当

派
・
裏
方
打
寄
建
立
之
寺
を
表
裏
立
会
ト
云
。
惣
道
場
ハ
開
基
旦
那
之
心
次

第
之
御
大
法
ニ
て
有
之
由

　

さ
ら
に
は
、

　
　
　
　
　

惣
道
場
幷
自
庵
申
替
之
訳

　
　

一
惣
道
場
与
申
儀
、
往
古
其
道
場
之
門
徒
限
リ
寄
合
致
建
立
、
僧
侶
を
入
置
、

宗
門
印
形
幷
死
去
法
用
等
為
相
勤
候
而
、
一
寺
ニ
相
成
候
を
惣
道
場
何
寺
ト

申
候
（
下
略
）

と
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
に
あ
る
「
故
実
公
儀
書
上
」
は
、
西
本
願
寺
内
部
で
故
実
に
つ
い
て
調
べ
て

幕
府
へ
返
答
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
本
山
が
あ
る
京
都
周
辺
で
の
認
識
と

し
て
、
惣
道
場
と
は
門
徒
を
構
成
す
る
村
人
の
総
意
に
よ
っ
て
創
建
し
た
道
場
で
あ

り
そ
の
管
理
主
体
は
村
人
に
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
住
持（「
看
坊
」と
呼
ば
れ
る
）

は
、
村
人
に
よ
っ
て
要
請
さ
れ
て
住
ま
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
道
場
の
所
有
権

を
持
た
ず
、
村
人
の
意
向
が
道
場
の
運
営
主
体
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
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惣
道
場
と
は
、
門
徒
の
共
有
性
が
強
く
、
そ
の
裁
断
権
も
門
徒
の
も
と
に
あ
る
と
さ

れ
る
の
で
あ
る（

（1
（

。

　

と
こ
ろ
が
、北
部
九
州
で
近
世
初
期
ま
で
に
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
「
惣
道
場
」
は
、

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
村
持
ち
と
し
て
の
「
惣
道
場
」
と
は
概
念
が

大
き
く
異
な
る
よ
う
で
あ
る（

（1
（

。

　

先
に
あ
げ
た
、
慶
長
五
年
に
木
仏
本
尊
を
受
け
た
肥
前
国
龍
造
寺
惣
道
場
に
つ
い

て
は
、佐
賀
城
下
に
あ
る
願
正
寺
の
由
緒
を
記
し
た
「
一
向
宗
由
緒
」
の
な
か
の
「
一

派
由
緒　

乾　

願
正
寺（

（1
（

」
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

当
寺
御
建
立
の
由
緒
ハ
、
慶
長
三
年
直
茂
公
・
勝
茂
公
朝
鮮
ゟ
御
帰
朝
、
直
に

伏
見
へ
御
登
、
豊
後
橋
の
御
屋
敷
に
て
御
越
年
、
同
四
年
の
春
、
何
と
無
伏
見
・

大
坂
騒
動
し
て
世
の
中
静
□
な
ら
す
、
其
時
京
都
本
願
寺
御
門
主
准
如
上
人
江

直
茂
公
よ
り
牟
田
大
蔵
を
以
、
今
度
世
上
静
な
ら
す
、
若
変
於
有
之
者
、
龍
造

寺
藤
八
郎
幷
某
信
濃
守
妻
女
共
、
御
寺
に
御
預
り
被
下
度
由
被
仰
入
、
准
如
上

人
無
子
細
御
領
掌
、
直
茂
公
御
満
足
被
遊
、
其
後
世
上
事
に
不
及
、
直
茂
公
同

四
月
御
暇
被
下
御
下
国
、
九
月
に
又
々
伏
見
・
大
坂
騒
動
し
て
、
其
趣
従
勝
茂

公
御
注
進
、
十
月
直
茂
公
御
登
被
成
、
大
坂
玉
造
の
御
屋
敷
へ
被
成
御
座
、
同

五
年
上
杉
中
納
言
景
勝
逆
意
、
家
康
公
御
進
発
、
直
茂
公
御
供
御
願
被
遊
候
得

共
、
九
州
之
事
無
御
心
元
由
ニ
而
、
同
六
月
十
五
日
大
坂
御
発
駕
御
下
国
、
此

時
准
如
上
人
へ
御
使
者
を
以
、
某
儀
九
州
守
護
の
為
、
国
元
へ
被
差
下
、
下
国

仕
候
、
然
者
妻
子
共
儀
、
弥
御
頼
仕
候
由
被
仰
入
之
処
、
心
易
可
被
思
召
と
の

儀
な
り
、
勝
茂
公
勢
州
阿
濃
津
御
進
発
之
後
、
准
如
上
人
別
而
御
懇
の
事
色
々

あ
り
し
と
也
、
直
茂
公
御
下
国
之
後
、
御
前
様
方
御
門
主
御
預
リ
ニ
ハ
不
及
と

い
へ
と
も
、
別
而
被
入
御
心
儀
ニ
付
、
御
使
者
を
以
、
頃
日
御
懇
意
之
儀
忝
候
、

依
之
為
御
礼
、
国
許
城
下
へ
御
門
下
之
法
頭
を
一
ヶ
寺
建
立
可
仕
由
被
仰
入
、

御
門
主
甚
御
満
足
の
御
答
也
、
依
之
多
久
長
門
安
順
・
鍋
島
主
水
茂
里
に
被
仰
付
、

一
宇
御
建
立
、
願
正
寺
是
也
、
住
職
す
へ
き
僧
を
相
尋
ら
る
ゝ
に
、
相
応
の
出

家
無
之
故
、
石
井
権
太
夫
猶
子
熊
谷
次
兵
衛
と
申
者
出
家
被
仰
付
、
当
寺
住
職

相
勤
候
由
、
元
祖
ハ
征
西
将
軍
宮
良
懐
親
王
の
随
身
熊
谷
民
部
太
輔
直
氏
、
肥

後
国
へ
下
向
、
其
末
裔
に
し
て
、
直
茂
公
の
御
武
徳
を
慕
ひ
、
御
奉
公
を
望
申

由
被
聞
召
及
、
鍋
島
主
水
を
以
の
御
意
に
、
願
正
寺
建
立
い
た
し
候
ハ
ヽ
、
本

願
寺
御
門
下
之
者
、
願
正
寺
へ
出
仕
を
致
、
他
国
出
入
相
止
、
旅
僧
抱
候
儀
可

相
禁
も
の
な
れ
は
、
熊
谷
何
某
儀
ハ
、
文
武
の
器
量
有
之
由
、
若
於
遂
出
家
者

僧
禄
に
申
付
へ
し
、
我
に
仕
ん
も
願
正
寺
に
住
せ
ん
も
、
其
功
是
一
也
、
出
家

す
へ
き
や
否
可
尋
問
と
の
趣
、
熊
谷
に
相
達
之
処
、
兎
も
角
も
仰
付
次
第
と
御

請
申
上
、
行
善
と
云
僧
を
師
と
し
て
伝
法
・
剃
髪
し
、
法
名
を
寿
閑
と
号
す
、

則
願
正
寺
開
基
是
也
、
右
建
立
の
次
第
、
御
門
主
江
被
仰
入
之
処
、
肥
前
一
国

の
惣
道
場
た
る
へ
し
と
の
御
印
を
被
下
置
候
趣

　
　
　

慶
長
五
年
三
月
廿
一
日　

釈
准
如
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

龍
造
寺
惣
道
場

　
　

如
右
、
本
山
よ
り
御
印
を
被
下
候
而
、
御
上
よ
り
弥
願
正
寺
一
篇
に
可
致
出
仕

旨
被
仰
渡
（
下
略
）

　

こ
れ
に
よ
る
と
、慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）
に
起
き
た
伏
見
と
大
坂
の
騒
動
の
時
、
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鍋
島
直
茂
が
西
本
願
寺
准
如
に
対
し
て
、
も
し
異
変
が
あ
っ
た
な
ら
ば
鍋
島
勝
茂
の

妻
女
を
本
願
寺
寺
内
に
預
か
っ
て
ほ
し
い
と
申
し
入
れ
た
と
こ
ろ
、
准
如
が
こ
れ
を

了
承
し
た
。
結
局
関
ヶ
原
の
戦
い
が
起
こ
り
、
直
茂
は
九
州
守
護
の
た
め
下
国
し
、

勝
茂
は
伊
勢
に
進
発
し
た
。
准
如
が
妻
女
を
預
か
る
こ
と
を
受
け
入
れ
た
た
め
、
そ

の
好
意
の
御
礼
と
し
て
、
勝
茂
か
ら
国
許
の
城
下
へ
本
願
寺
門
下
の
「
法
頭
」
と
し

て
一
カ
寺
を
建
立
し
た
い
と
の
申
し
入
れ
が
あ
り
、
一
宇
を
建
立
し
た
の
が
願
正
寺

で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
願
正
寺
を
建
立
し
た
な
ら
ば
、
本
願
寺
門
下
の
者
は
、

願
正
寺
へ
出
仕
し
て
他
国
の
出
入
を
止
め
る
と
保
証
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
を
准
如
に

申
し
入
れ
る
と
、
准
如
は
願
正
寺
を
「
肥
前
一
国
の
惣
道
場
」
と
認
め
、
慶
長
五
年

三
月
二
十
一
日
に
准
如
か
ら
「
龍
造
寺
惣
道
場
」
と
し
て
建
立
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

　

こ
の
由
緒
書
で
は
、
准
如
か
ら
認
め
ら
れ
た
日
付
を
慶
長
五
年
三
月
二
十
一
日
と

し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
先
に
あ
げ
た
「
木
仏
之
留
」
で
は
同
年
同
月
の
二
十
三
日

と
し
て
お
り
、
日
付
け
が
少
し
異
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、「
龍
造
寺
惣
道
場
」
と

い
う
記
述
は
共
通
し
て
お
り
、
こ
の
龍
造
寺
惣
道
場
が
願
正
寺
を
示
し
て
い
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。
つ
ま
り
願
正
寺
は
、
慶
長
五
年
三
月
に
龍
造
寺
惣
道
場
と
し
て

成
立
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

こ
れ
ら
の
事
例
に
み
ら
れ
る
北
部
九
州
で
の
惣
道
場
は
、
畿
内
近
国
で
使
用
さ
れ

て
い
た
惣
道
場
と
は
大
き
く
異
な
っ
た
概
念
に
あ
り
、
地
域
の
全
て
（
惣
）
を
統
括

す
る
役
割
を
帯
び
た
寺
院
（
道
場
）
と
い
う
意
味
を
表
す
も
の
で
、「
法
頭
職
」
と

も
称
さ
れ
る
性
格
で
あ
る
と
さ
れ
る（

（1
（

。

　
「
法
頭
」
と
い
う
語
は
あ
ま
り
他
で
は
使
用
さ
れ
て
い
る
事
例
を
見
な
い
が
、
こ

の
史
料
に
記
さ
れ
て
い
る
内
容
か
ら
考
え
る
と
、「
触
頭
」
に
相
当
す
る
性
格
に
あ

る
も
の
と
と
ら
え
て
間
違
い
な
い
よ
う
で
あ
る（

（1
（

。

二
　
鍋
島
氏
と
佐
賀
願
正
寺

　

江
戸
時
代
の
鍋
島
藩
内
に
お
け
る
真
宗
寺
院
は
全
て
西
本
願
寺
に
属
し
て
い
た
。

さ
ら
に
西
本
願
寺
末
の
寺
院
の
手
次
に
つ
い
て
は
、
全
て
佐
賀
城
下
に
所
在
す
る
願

正
寺
に
集
約
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
本
末
関
係
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
の
か
に
つ

い
て
は
、
自
然
発
生
的
に
成
立
し
た
と
考
え
る
の
は
難
し
く
、
願
正
寺
に
集
約
さ
れ

る
よ
う
に
藩
の
政
策
が
と
ら
れ
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
鍋
島
藩

内
の
真
宗
寺
院
が
ど
の
よ
う
に
藩
と
の
関
係
を
成
立
さ
せ
て
い
っ
た
の
か
に
つ
い
て

見
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

　

先
に
あ
げ
た
「
一
向
宗
由
緒
」
の
な
か
の
願
正
寺
の
由
緒
書
に
あ
る
よ
う
に
、
願

正
寺
が
鍋
島
勝
茂
か
ら
「
肥
前
一
国
の
惣
道
場
」
と
認
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
、
慶
長
十
二
年
と
考
え
ら
れ
る
六
月
二
十
一
日
付
で
鍋
島
勝
茂
か
ら
領
内
の
門

徒
中
に
宛
て
た
判
物（

（1
（

に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

於
領
中
本
願
寺
御
門
下
之
者
、
表
方
ニ
依
被
相
付
、
末
寺
願
正
寺
江
置
目
等
被

仰
付
候
間
、
御
本
尊
元
之
者
存
其
旨
、
止
他
之
出
仕
、
願
正
寺
一
篇
出
入
可
仕
、

若
此
段
相
背
者
於
有
之
者
、
御
本
尊
職
之
儀
、
願
正
寺
可
進
退
者
也

　
　
　
　
　

六
月
廿
一
日　
　
　
　
　

勝
茂
（
花
押
）
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領
内

　
　
　
　
　
　
　

門
徒
中

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
鍋
島
領
内
の
本
願
寺
門
下
の
者
に
つ
い
て
は
、
全
て
表
方
（
准

如
方
）
に
付
け
る
こ
と
と
し
、
表
方
の
末
寺
で
あ
る
願
正
寺
に
置
目
を
仰
せ
つ
け
る

の
で
、
本
願
寺
末
寺
は
他
の
寺
院
へ
の
出
仕
を
禁
止
し
て
願
正
寺
に
の
み
出
仕
す
る

よ
う
に
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
受
け
て
准
如
は
、
鍋
島
勝
茂
に
対
し
て
領
内
の
本
願
寺
門
下
に
厚
情
を
か

け
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
謝
し
て
い
る（

（1
（

。

　
　
　
　

以
上

　
　

雖
未
申
通
候
令
啓
達
候
、
仍
太
刀
一
腰
・
馬
一
疋
幷
鞍
五
口
令
進
入
之
候
、
聊

表
御
音
問
迄
候
、
向
後
者
切
々
可
申
承
候
之
間
、
於
御
入
魂
者
可
為
本
望
候
、

就
中
御
領
内
当
門
下
之
儀
、
御
懇
之
由
承
、
別
而
令
満
足
候
、
以
来
猶
以
憑
存

計
候
、
何
様
御
上
洛
之
節
、
以
面
可
申
述
候
、
恐
々
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
門

　
　
　
　

九
月
十
三
日　
　
　
　

昭
（
花
押
）

　
　
　
　

鍋
島
信
濃
守
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
宿
所

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
鍋
島
領
内
の
本
願
寺
末
寺
は
願
正
寺
の
下
に
統
合
す
る
こ
と

が
鍋
島
勝
茂
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
慶
長
十
二
年
に
鍋
島
勝
茂
が
、
領
内
の
門
徒
中
に
対
し
て
こ
の
よ
う

な
命
令
を
出
し
た
背
景
を
見
て
お
こ
う
。

　

慶
長
七
年
に
教
如
が
徳
川
家
康
か
ら
烏
丸
七
条
に
寺
地
四
町
四
方
の
寄
進
を
受
け

て
東
本
願
寺
を
別
立
す
る
と
、
全
国
の
本
願
寺
末
の
寺
や
坊
主
・
門
徒
に
は
徐
々
に

東
本
願
寺
に
帰
属
す
る
者
が
現
れ
た
。
こ
の
東
本
願
寺
の
別
立
後
の
全
国
的
な
動
き

を
受
け
て
鍋
島
領
内
で
は
本
願
寺
末
寺
を
西
本
願
寺
に
限
定
す
る
と
い
う
方
針
を
出

す
こ
と
に
な
っ
た
。
た
だ
、
慶
長
十
二
年
六
月
二
十
一
日
に
領
内
の
本
願
寺
に
属
す

る
寺
院
を
准
如
方
と
す
る
勝
茂
の
命
令
が
出
る
以
前
に
す
で
に
教
如
方
（
裏
方
）
に

属
す
る
寺
院
が
出
て
い
た
よ
う
で
、
十
月
二
十
二
日
に
は
准
如
方
の
坊
官
下
間
頼
廉

か
ら
願
正
寺
に
対
し
て
、
鍋
島
領
内
で
は
教
如
方
に
従
っ
た
寺
院
や
門
徒
が
勝
茂
の

命
令
に
よ
っ
て
全
て
が
西
本
願
寺
末
に
帰
参
し
た
と
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。

　
　
　
　

已
上

　
　

御
状
令
披
見
候
、
仍
其
許
御
裏
へ
参
候
衆
、
信
濃
守
殿
ゟ
被
仰
付
、
悉
此
方
へ

参
候
由
、
先
以
珍
重
候
、
併
貴
老
才
覚
と
存
候
、
弥
上
儀
馳
走
可
被
申
事
肝
要

ニ
候
、
随
而
了
円
木
仏
之
儀
、
随
分
精
入
被
成
御
免
候
間
、
定
而
満
足
与
推
量

申
候
、
委
細
者
大
薩
州
可
為
演
説
候
、
恐
々
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

刑
法
印

　
　
　
　

十
月
廿
二
日　
　
　
　
　
　

頼
□
（
廉
）（
花
押
）

　
　
　
　
　

願
正
寺

　
　
　
　
　
　
　
　

御
報

　

さ
ら
に
、
翌
十
三
年
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
鍋
島
勝
茂
に
宛
て
た
下
間
頼
廉
書
状

に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。

　
　

宰
相
方
へ
之
御
状
令
拝
見
候
、
仍
而
御
書
中
之
通
御
門
主
へ
申
聞
候
、
当
国
門
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下
之
儀
、
新
門
へ
参
候
者
、
何
も
不
残
本
門
へ
可
致
参
詣
旨
被
仰
付
由
、
一
段

満
足
之
御
事
候
、
能
々
御
意
得
可
申
入
旨
御
座
候
、
宰
相
煩
不
慮
ニ
相
果
申
候

間
、
向
後
者
自
拙
者
可
得
貴
意
候
、
委
細
者
願
正
寺
可
為
演
説
候
、
恐
惶
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
間
刑
部
卿
法
印

　
　
　
　

卯
月
廿
八
日　
　
　
　
　
　
　

頼
□
（
廉
）（
花
押
）

　
　
　
　

鍋
島
信
州
様

　
　
　
　
　
　
　
　

人
々
御
中

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
鍋
島
勝
茂
か
ら
下
間
宰
相
宗
清
に
宛
て
た
書
状
を
拝
見
し
、
そ

の
内
容
を
准
如
に
伝
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
准
如
に
伝
え
ら
れ
た
内
容
と
は
、

鍋
島
領
内
の
本
願
寺
門
下
に
つ
い
て
は
、
新
門
（
教
如
方
）
へ
参
っ
た
者
は
残
ら
ず

本
門
（
准
如
方
）
へ
参
詣
す
る
よ
う
に
鍋
島
勝
茂
が
申
し
付
け
た
こ
と
に
つ
い
て
、

准
如
は
こ
れ
に
満
足
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
鍋
島
勝
茂
に
よ
っ
て
領
内
の

本
願
寺
末
は
全
て
准
如
方
と
す
る
よ
う
に
と
の
指
示
が
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。

　

鍋
島
勝
茂
が
領
内
の
本
願
寺
系
寺
院
は
准
如
方
と
す
る
よ
う
に
し
た
理
由
に
つ
い

て
は
、
先
に
あ
げ
た
「
一
向
宗
由
緒
」
の
願
正
寺
分
に
、
関
ヶ
原
の
戦
い
の
際
に
鍋

島
勝
茂
の
妻
女
た
ち
を
准
如
が
保
護
す
る
こ
と
を
約
束
し
て
く
れ
た
こ
と
へ
の
謝
意

と
し
て
い
る
が
、
こ
の
由
緒
書
が
ど
こ
ま
で
信
頼
で
き
る
か
に
つ
い
て
は
定
か
で
は

な
い
。
た
だ
、
少
な
く
と
も
慶
長
十
二
年
に
は
、
鍋
島
勝
茂
に
よ
っ
て
領
内
の
本
願

寺
末
寺
は
准
如
方
と
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
表
わ
れ
る
慶
長
十
二
年
と
は
、
鍋
島
勝
茂
が
龍
造
寺
氏
か
ら
家
督
を
相
続

し
た
年
で
あ
り
、
勝
茂
が
領
国
へ
の
統
治
権
を
宗
教
面
に
お
い
て
も
政
策
を
表
明
し

た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
慶
長
十
四
年
に
は
、
鍋
島
藩
の
家
老
が
、
領
内
の
本
願
寺
門
下
に
対
し
て

願
正
寺
の
下
に
編
成
す
る
と
と
も
に
、
惣
門
徒
に
対
し
て
願
正
寺
へ
の
勤
役
を
指
示

し
て
い
る
。

　
　

一
御
領
中
本
願
寺
御
門
下
各
相
付
表
方
、
他
国
之
出
入
令
停
止
、
願
正
寺
一
篇

可
致
出
仕
候
由
候
事

　
　

一
同
惣
御
門
下
中
願
正
寺
御
開
山
之
御
番
無
懈
怠
可
相
勤
由
候
事

　
　

一
同
惣
御
門
下
中
御
番
料
之
儀
、
願
正
寺
江
相
納
、
従
願
正
寺
御
本
寺
へ
可
差

渡
由
候
事

　
　
　

右
之
旨
堅
被
仰
出
候
条
、
可
被
得
其
意
者
也

　
　
　
　

慶
長
拾
四
年

　
　
　
　
　
　

五
月
十
一
日　
　
　
　
　

主
水
佑
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
門
守
（
花
押
）

　
　
　
　
　

御
領
内

　
　
　
　
　
　
　

惣
御
門
下
中（

（2
（

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
鍋
島
藩
主
の
保
護
の
も
と
、
本
願
寺
の
東
西
分
派
直
後
の
時

期
に
藩
内
の
本
願
寺
末
寺
に
つ
い
て
は
西
本
願
寺
に
統
一
さ
れ
る
と
と
も
に
、
願
正

寺
の
下
に
編
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
願
正
寺
が
領
内
の
西
本
願
寺
末
寺
の
中
心
的

立
場
が
保
障
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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三
　
領
内
各
地
へ
の
展
開

　

こ
の
よ
う
に
し
て
佐
賀
藩
領
の
本
願
寺
末
の
寺
院
に
つ
い
て
は
、
慶
長
十
二
年
に

鍋
島
勝
茂
の
命
令
に
よ
っ
て
准
如
方
（
西
本
願
寺
）
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

城
下
の
願
正
寺
が
肥
前
一
国
の
惣
道
場
と
し
て
領
内
の
本
願
寺
末
寺
の
法
頭
と
さ
れ

た
が
、
願
正
寺
を
中
心
と
し
て
そ
の
後
鍋
島
領
内
の
各
地
域
に
は
ど
の
よ
う
に
展
開

し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
れ
で
は
ま
ず
、
鍋
島
藩
の
な
か
で
龍
造
寺
四
家
と
し
て
鍋
島
氏
の
親
族
同
格
の

扱
い
と
さ
れ
た
諫
早
で
の
状
況
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

　

慶
長
十
二
年
九
月
十
三
日
付
の
「
諫
早
道
安
達
書（

（2
（

」
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て

い
る
。

　
　

於
御
領
中
本
願
寺
御
門
下
之
衆
、
信
州
御
一
通
を
以
本
願
寺
表
方
一
職
ニ
被
相

付
候
、
就
其
此
方
領
中
之
儀
、
御
門
徒
た
る
人
皆
々
存
其
旨
、
他
国
之
出
入
令

停
止
、
御
末
寺
願
正
寺
一
篇
ニ
遂
出
仕
、
仏
法
方
之
儀
諸
事
無
緩
可
相
調
候
、

此
趣
伊
左
早
惣
道
場
善
心
へ
堅
被
仰
聞
候
条
、
各
無
相
違
可
信
用
、
若
此
段
相

背
人
於
有
之
者
、
信
州
如
一
通
本
尊
職
之
儀
、
自
善
心
進
退
仕
、
願
正
寺
へ
可

相
届
者
也

　
　
　

慶
長
十
二
年

　
　
　
　

九
月
十
三
日　
　
　
　
　

道
安
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　

領
内
御
門
徒
中
ま
い
る

　

諫
早
道
安
と
は
、
も
と
の
名
を
龍
造
寺
家
晴
と
称
し
て
、
天
正
十
五
年
（
一
五
八

七
）
か
ら
諫
早
を
領
有
し
、
関
ヶ
原
の
戦
い
以
降
は
鍋
島
氏
の
支
配
下
に
入
り
諫
早

の
支
配
を
安
堵
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
こ
の
達
書
の
宛
所
の
「
領
内
門
徒
中
」
と
は
諫

早
領
内
の
門
徒
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
鍋
島
領
内
の
本
願
寺
門
下
に
つ
い
て
は
鍋
島
勝
茂
の
命
に
よ
っ

て
表
方
（
准
如
方
）
の
み
と
な
っ
た
の
で
、
慶
長
十
二
年
九
月
に
は
諫
早
領
内
に
つ

い
て
も
門
徒
は
全
て
こ
れ
に
随
う
こ
と
と
さ
れ
、「
願
正
寺
一
篇
ニ
遂
出
仕
」（
願
正

寺
の
み
の
手
次
と
す
る
）こ
と
に
な
っ
た
と
あ
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
こ
の
こ
と
は「
伊

佐
早
惣
道
場
」
の
善
心
に
伝
え
て
お
く
の
で
、
本
尊
を
安
置
す
る
時
に
は
善
心
か
ら

指
示
を
受
け
る
よ
う
に
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
慶
長

十
二
年
に
は
す
で
に
諫
早
に
惣
道
場
が
存
在
し
、
そ
の
道
場
主
が
善
心
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
こ
こ
に
あ
る
伊
佐
早
惣
道
場
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
、
善
心
と
は

ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
八
月
の
年
紀
を
も
つ
「
安
勝

寺
由
緒
書（

（2
（

」
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
（
上
略
）
天
正
の
初
め
比
よ
り
住
職
せ
し
善
心
と
申
僧
、
よ
く
一
宗
の
玄
旨
を

究
め
、
弘
法
之
志
有
と
い
へ
と
も
其
時
を
得
す
、
只
夕
傷
歎
せ
し
処
に
、
道
安

様
御
聖
代
と
成
り
住
僧
の
時
至
り
、
弥
陀
弘
願
之
要
法
他
力
念
仏
の
真
門
た
る

真
宗
の
教
行
、
内
心
に
ハ
如
来
回
向
之
金
剛
心
を
本
と
し
て
、
其
心
外
に
顕
て

れ
て
ハ
王
法
仁
義
を
守
り
、
士
農
工
商
の
形
を
改
め
す
、
其
分
に
随
ひ
て
道
を

守
り
、現
当
二
世
の
得
益
真
俗
亘
融
の
教
諭
聖
代
に
名
僧
法
門
盛
に
弘
通
在
り
、



肥
前
鍋
島
藩
の
真
宗
寺
院
政
策

九

依
之
道
安
様
よ
り
御
褒
美
と
し
て
唐
人
町
の
寺
院
御
改
遊
さ
れ
、
唯
今
の
境
台

霊
地
な
り
と
て
、
慶
長
年
中
の
こ
ろ
境
台
御
ひ
ら
き
本
堂
御
再
建
の
上
四
間
ニ

七
間
の
台
所
を
被
為
遊
御
寄
進
、（
中
略
）
一
宗
の
法
門
弘
通
す
へ
し
と
の
厳

命
を
蒙
り
、
殊
慶
長
十
三
年
丙
（
マ
マ
）申
九
月
十
三
日
に
御
真
筆
を
以
て
、
於
御
領
中

本
願
寺
門
下
惣
堂
場
と
し
て
当
寺
代
々
可
為
法
頭
旨
被
為
仰
付
（
下
略
）

　

こ
こ
で
は
、
真
宗
僧
の
善
心
は
も
と
も
と
唐
人
町
に
あ
っ
て
廃
絶
し
て
い
た
寺
院

を
諫
早
道
安
か
ら
寄
進
さ
れ
て
寺
院
を
建
立
し
、
道
安
か
ら
本
願
寺
門
下
の
「
惣
堂

（
道
）
場
」
と
さ
れ
て
、
法
頭
に
認
め
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
こ
の
由
緒
書
で
は
、
諫
早
道
安
か
ら
認
め
ら
れ
た
年
代
を
慶
長
十
三
年
と
さ

れ
て
お
り
、
先
の
「
諫
早
道
安
達
書
」
や
そ
の
他
の
史
料
の
状
況
な
ど
で
は
慶
長
十

二
年
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
相
違
し
て
い
る
が
、
九
月
十
三
日
の
日
付
は
合
っ
て
い

る
た
め
、
由
緒
書
が
単
純
に
誤
記
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
由
緒
書

か
ら
、
安
勝
寺
の
開
基
が
善
心
な
る
人
物
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

安
勝
寺
に
つ
い
て
は
「
木
仏
之
留
」
の
な
か
に
は
、

　
　
　
　
　
　

釈
准
如
─
─

　
　
　
　

慶
長
十
五
朞
庚
戌
三
月
廿
八
日

　
　
　
　
　

願
主
安
勝
寺
釈
円
喜

　
　

右
木
仏
者
肥
前
国
伊
佐
早
村
円
喜
依
望
如
此
也（

（2
（

と
さ
れ
る
も
の
が
あ
り
、
慶
長
十
五
年
三
月
二
十
八
日
に
円
喜
が
准
如
か
ら
木
仏
安

置
を
免
許
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
あ
わ
せ
て
「
安
勝
寺
」
の
寺
号
が
認
め
ら
れ
た
こ

と
に
な
る
。

　

こ
の
「
木
仏
之
留
」
に
よ
る
と
、
こ
の
時
点
で
は
安
勝
寺
と
本
願
寺
の
間
に
は
願

正
寺
が
介
在
し
て
お
ら
ず
、
本
山
と
直
接
つ
な
が
っ
た
直
末
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
に
西
本
願
寺
か
ら
出
さ
れ
た
「
本
願
寺
坊

官
川
那
部
主
馬
（
宗
甫
）
書
状（

（2
（

」
に
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

以
上

　
　

態
令
啓
候
、
仍
其
地
信
州
様
御
領
中
御
門
下
衆
諸
進
退
之
義
、
従
御
門
跡
様
願

正
寺
へ
被
仰
付
置
候
、
就
其
信
州
様
御
一
通
被
指
出
、
幷

御
奉
行
中
面
々
以
御

書
物
、
其
地
信
州
様
御
領
分
坊
主
衆
之
儀
、
皆
々
願
正
寺
門
徒
ニ
被
相
付
、
可

請
諸
下
知
之
由
候
条
、
弥
各
被
得
其
意
、
諸
事
仏
法
之
儀
願
正
寺
被
申
合
、
申

物
等
之
義
無
私
様
可
有
之
候
、
又
御
番
料
・
炉
炭
之
代
・
年
頭
・
歳
暮
等
、
如

在
来
御
開
山
之
御
志
、
其
外
万
御
初
尾
物
類
之
事
、
時
々
無
懈
怠
被
相
調
、
自

願
正
寺
毎
年
早
々
此
方
へ
可
被
指
上
事
、
御
門
弟
之
験
、
各
御
冥
加
不
過
之
候
、

随
分
御
前
懇
ニ
可
令
言
上
候
、
万
此
方
御
用
等
候
者
可
承
候
、
御
馳
走
可
申
候
、

恐
々
謹
言

　
　
　
　

元
和
三
年　
　
　
　
　

川
那
部
主
馬
首

　
　
　
　
　

五
月
二
日　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
花
押
）

　
　
　
　

肥
前

　
　
　
　
　

惣
坊
主
衆
中

　
　
　
　

同

　
　
　
　
　

御
門
徒
衆
中
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こ
れ
に
よ
る
と
、
鍋
島
勝
茂
の
命
令
に
よ
っ
て
鍋
島
藩
領
の
本
願
寺
坊
主
衆
は
全

て
「
願
正
寺
門
徒
」
と
し
て
付
け
る
こ
と
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
時
鍋
島

藩
の
本
願
寺
系
寺
院
は
統
一
的
に
願
正
寺
の
手
次
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
た
め
安
勝
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
「
親
鸞
影
像
裏
書（

（2
（

」
は
、
下
付
年
月
日
が

書
か
れ
た
痕
跡
が
確
認
で
き
な
い
た
め
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
授
与
者
の
わ
ず
か

に
残
る
花
押
の
形
や
そ
の
筆
跡
な
ど
か
ら
准
如
の
も
の
と
わ
か
り
、
こ
こ
に
は
「
願

正
寺
門
徒
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、准
如
が
没
す
る
寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
）

以
前
に
は
安
勝
寺
の
手
次
と
し
て
願
正
寺
が
確
実
に
介
在
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ

る
。

　

な
お
、「
安
勝
寺
由
緒
書
」
に
よ
る
と
、「
第
二
世
正
林
新
助
、
後
ニ
正
林
弥
作
と

称
し
出
家
の
後
円
喜
と
名
乗
る
」
さ
れ
て
お
り
、
円
喜
を
安
勝
寺
第
二
代
と
し
て
記

し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
諫
早
領
内
に
お
け
る
本
願
寺
門
徒
に
つ
い
て
は
、
鍋
島
勝
茂

の
命
令
と
同
じ
形
式
を
と
っ
て
、諫
早
道
安
の
指
示
に
よ
っ
て「
伊
佐
早
惣
道
場
」（
後

の
安
勝
寺
）
の
善
心
に
集
約
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
諫

早
領
分
に
あ
る
西
本
願
寺
末
寺
に
つ
い
て
は
、
全
て
安
勝
寺
が
手
次
と
な
り
、
鍋
島

本
藩
が
と
っ
た
、
西
本
願
寺
末
寺
は
願
正
寺
に
集
約
す
る
と
い
う
政
策
を
諫
早
で
も

採
用
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、鍋
島
藩
内
の
龍
造
寺
四
家
の
う
ち
諫
早
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、

そ
の
他
の
三
家
に
つ
い
て
も
同
様
の
政
策
が
と
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ

れ
は
、「
諫
早
道
安
達
書
」と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
の
達
書
が
三
家
か
ら
も
出
さ
れ
て
い
る
。

・
須
古
龍
造
寺
家

　
　

於
当
御
領
中
本
願
寺
御
門
下
衆
之
儀
、
信
州
様
以
御
一
通
、
表
方
一
職
ニ
被
相

付
候
間
、
拝
領
中
之
御
門
徒
衆
何
茂
存
其
旨
、
他
国
之
出
入
令
停
止
、
御
末
寺

願
正
寺
一
篇
ニ
遂
出
仕
を
、
仏
法
方
之
儀
無
緩
可
相
調
候
、
此
趣
須
古
惣
道
場

善
明
へ
堅
申
聞
候
条
、
各
無
異
儀
可
信
用
、
若
相
背
於
在
之
者
、
信
州
様
任
御

一
通
、
御
本
尊
職
之
儀
自
善
明
進
退
仕
、
願
正
寺
へ
可
相
届
者
也

　
　
　
　

慶
長
十
二　
　
　
　
　
　
　

須
古
下
総
守

　
　
　
　
　
　

九
月
廿
九
日　
　
　
　
　
　

信
明
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　

領
内
御
門
徒
中（

（2
（

・
多
久
龍
造
寺
家

　
　

於
当
御
領
中
本
願
寺
御
門
下
衆
之
儀
、
信
州
様
以
御
一
通
、
表
方
一
職
ニ
被
相

付
候
間
、
拝
領
中
之
御
門
徒
衆
何
茂
存
其
旨
、
他
国
之
出
入
令
停
止
、
御
末
寺

願
正
寺
一
篇
ニ
遂
出
仕
、
仏
法
方
之
儀
無
緩
可
相
調
候
、
此
趣
、
多
久
惣
道
場

宗
意
江
堅
申
聞
候
条
、
各
無
異
儀
可
信
用
、
若
相
背
仁
於
有
之
者
、
信
州
様
任

御
一
通
、
御
本
尊
職
之
儀
従
宗
意
進
退
仕
、
願
正
寺
江
可
相
届
者
也

　
　
　
　

慶
長
拾
二
季　
　
　
　
　
　
　

長
門
守

　
　
　
　
　
　

拾
二
月
廿
七
日　
　
　
　
　
　

家
久
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　

領
内
御
門
徒
中（

（2
（

・
武
雄
龍
造
寺
家

　
　

於
当
御
領
中
本
願
寺
御
門
下
衆
之
儀
、
信
州
様
以
御
一
通
、
表
方
一
職
ニ
被
相

付
候
間
、
分
領
之
御
門
徒
衆
何
茂
存
其
旨
、
他
国
之
出
入
令
停
止
、
御
末
寺
願



肥
前
鍋
島
藩
の
真
宗
寺
院
政
策

一
一

正
寺
一
篇
ニ
遂
出
仕
、
仏
法
方
之
儀
無
疎
可
相
調
候
、
此
趣
、
武
雄
領
内
惣
道

場
明
闇
へ
堅
申
聞
候
条
、
各
其
心
得
尤
候
、
若
相
背
人
於
有
之
者
、
信
州
様
任

御
一
通
、
御
本
尊
職
之
儀
自
明
闇
令
進
退
、
願
正
寺
へ
可
相
届
者
也

　
　
　
　

慶
長
十
二　
　
　
　
　
　
　

武
雄
主
殿
助

　
　
　
　
　
　

十
二
月
十
一
日　
　
　
　
　
　

茂
綱
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　

領
内
御
門
徒
中（

（2
（

　

こ
こ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、「
須
古
惣
道
場
善
明
」「
多
久
惣
道
場
宗
意
」「
武
雄

領
内
惣
道
場
明
闇
」
と
い
う
よ
う
に
、
各
領
内
に
惣
道
場
が
設
置
さ
れ
て
そ
こ
に
僧

を
置
く
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、
政
策
的
に
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
あ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
惣
道
場
に
つ
い
て
は
、
江
戸
時
代
の
須
古
村
正
行
寺
・

多
久
町
顕
証
寺
・
武
雄
内
湯
町
正
法
寺
が
こ
れ
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
諫
早

で
は
安
勝
寺
が
二
十
二
カ
寺
を
手
次
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
こ
の
三
カ
寺
は
そ

れ
ほ
ど
圧
倒
的
な
手
次
寺
を
抱
え
て
い
な
い
。

　

こ
の
龍
造
寺
四
家
の
他
に
も
、
永
田
大
蔵
丞
領
内
に
は
「
惣
道
場
小
森
弥
藤
左
衛

門
尉
慶
安
両
人（

（2
（

」
が
、
藤
津
泉
州
領
内
に
は
「
惣
道
場
慶
安（

（3
（

」
が
、
小
田
領
内
に
は

「
小
田
惣
道
場
中
六
右
衛
門
尉（

（3
（

」
が
置
か
れ
た
。

　

鍋
島
本
藩
の
意
向
を
受
け
て
自
治
的
統
治
権
を
保
障
さ
れ
た
領
国
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
で
惣
道
場
が
設
置
さ
れ
、
そ
れ
を
中
心
に
西
本
願
寺
系
寺
院
の
統
合
が
図
ら
れ
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
国
内
で
も
惣
道
場
と
さ
れ
た
と
こ
ろ

を
手
次
寺
院
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
肥
前
鍋
島
藩
で
は
、
鍋
島
勝
茂
が
龍
造
寺
家
か
ら
家
督
を

相
続
し
た
慶
長
十
二
年
に
、
領
内
の
本
願
寺
系
寺
院
に
つ
い
て
は
西
本
願
寺
方
と
し

た
上
で
、
領
内
の
全
て
の
真
宗
寺
院
を
願
正
寺
の
手
次
と
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。
そ

し
て
願
正
寺
を
惣
道
場
と
し
て
「
法
頭
」
と
い
う
触
頭
的
性
格
を
保
障
し
た
の
で
あ

る
。
さ
ら
に
領
内
で
一
定
の
自
治
権
を
認
め
ら
れ
た
龍
造
寺
四
家
の
領
地
内
に
つ
い

て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
で
惣
道
場
を
設
置
し
て
各
領
内
に
お
い
て
主
導
的
立
場
で
真
宗
寺

院
と
門
徒
を
政
策
的
に
統
制
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
肥
前
鍋
島

藩
で
は
、
藩
主
鍋
島
氏
と
そ
の
家
臣
の
全
面
的
な
保
護
を
う
け
て
、
西
本
願
寺
系
の

寺
院
が
広
が
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
今
回
鍋
島
藩
政
下
に
お
い
て
初
期
時
点
で
「
惣
道
場
」
と
い
う
名
称
の
存

在
が
多
く
見
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
ら
が
各
領
内
で
領
主
に
認
め
ら
れ
て
活
動
し
て

い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。鍋
島
藩
内
を
は
じ
め
北
部
九
州
で
見
ら
れ
る
惣
道
場
と
は
、

従
来
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
畿
内
近
国
で
の
概
念
と
は
大
き
く
異
な
る
性
格
で
あ

る
こ
と
も
確
認
で
き
た
。
今
後
は
各
地
域
に
お
け
る
惣
道
場
に
つ
い
て
の
事
例
を
比

較
し
て
、
真
宗
寺
院
の
性
格
を
議
論
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

註

（
1
）　

岡
村
喜
史
「
九
州
北
部
に
お
け
る
真
宗
の
伝
播
と
展
開
─
九
州
真
宗
史
研
究
の

現
状
と
課
題
─
」（
筑
紫
女
学
園
大
学
・
短
期
大
学
部
人
間
文
化
研
究
叢
書
1
『
九

州
真
宗
の
源
流
と
水
脈
』、
二
〇
一
四
年
、
法
蔵
館
刊
）。



同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
　
第
四
十
一
号

一
二

（
2
）　

本
願
寺
史
料
研
究
所
保
管
西
本
願
寺
文
書「
諸
国
江
遣
書
状
之
留
」（
未
翻
刻
分
）。

（
3
）　

池
田
史
郎
「
佐
賀
藩
の
宗
教
政
策
─
願
正
寺
文
書
を
通
し
て
み
た
る
─
」（『
日

本
歴
史
』
第
三
三
四
号
、
一
九
七
六
年
）。

（
4
）　

日
野
賢
隆
「
佐
賀
藩
に
お
け
る
政
治
と
宗
教
─
鍋
島
氏
の
宗
教
政
策
と
真
宗
─
」

（『
近
世
仏
教　

史
料
と
研
究
』
第
七
巻
合
併
号
（
通
巻
二
一
号
）、一
九
八
八
年
）。

（
5
）　

日
野
賢
隆
「
肥
前
真
宗
史
素
描
」（
日
野
賢
隆
先
生
還
暦
記
念
『
仏
教 

そ
の
文
化

と
歴
史
』、
一
九
九
六
年
、
永
田
文
昌
堂
刊
）。

（
6
）　

千
葉
乗
隆
編
『
木
仏
之
留　

御
影
様
留
』（
本
願
寺
史
料
集
成
、
一
九
八
〇
年
、

同
朋
舎
刊
）。

（
7
）　
『
歴
史
地
名
大
系
42　

佐
賀
県
の
地
名
』（
一
九
八
〇
年
、
平
凡
社
刊
）。

（
8
）　
「
阿
弥
陀
如
来
絵
像
裏
書
」（
大
分
市
専
想
寺
所
蔵
）。

（
9
）　

註
（
6
）
参
照
。

（
10
）　
『
真
宗
史
料
集
成　

第
九
巻　

教
団
の
制
度
化
』（
一
九
七
六
年
、
同
朋
社
刊
）。

（
11
）　

従
来
の
「
惣
道
場
」
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
千
葉
乗
隆
『
真
宗
教
団
の
組
織
と

制
度
』（
一
九
七
八
年
、同
朋
舎
刊
）
の
な
か
の
「
道
場
・
寺
院
の
造
建
」
に
よ
る
。

（
12
）　

慶
長
五
年
に
木
仏
本
尊
を
受
け
た
「
肥
前
国
龍
造
寺
惣
道
場
」
に
つ
い
て
は
、

先
に
あ
げ
た
「
佐
賀
藩
に
お
け
る
政
治
と
宗
教
」（
前
掲
註
（
4
））
に
お
い
て

日
野
賢
隆
も
従
来
の
村
持
ち
道
場
と
い
う
概
念
で
論
じ
て
い
る
。
ま
た
、
筆
者

も
以
前
、
永
正
二
年
の
裏
書
に
あ
る
豊
後
国
の
「
高
田
庄
別
保
村
惣
道
場
」
を

従
来
研
究
さ
れ
て
き
た
概
念
の
も
の
と
認
識
し
て
い
た
（
前
掲
註
（
1
））。

（
13
）　
『
佐
賀
県
近
世
史
料
』
第
十
編
第
三
巻
（
二
〇
一
四
年
、
佐
賀
県
立
図
書
館
刊
）

所
収
。

（
14
）　

野
口
朋
隆
「
解
題
」
の
「
一
八
記
録
」
項
（『
佐
賀
県
近
世
史
料
』
第
十
編
第
三
巻
）。

（
15
）　
「
触
頭
」
の
研
究
に
つ
い
て
は
、前
掲
註
（
11
）
の
千
葉
乗
隆
『
同
書
』
に
詳
し
い
。

（
16
）　
「
鍋
島
勝
茂
判
物
」（
佐
賀
県
立
図
書
館
編
『
佐
賀
県
史
料
集
成
』
古
文
書
編
第

十
六
巻
、
願
正
寺
文
書
一
、
一
九
七
五
年
）。

（
17
）　
「
本
願
寺
光
昭
准
如
書
状
」（『
右
同
書
』、
願
正
寺
文
書
二
）。

（
18
）　
「
本
願
寺
坊
官
下
間
刑
部
卿
法
印
書
状
」（『
右
同
書
』、
願
正
寺
文
書
五
）。

（
19
）　
「
本
願
寺
坊
官
下
間
刑
部
卿
法
印
書
状
」（『
右
同
書
』、
願
正
寺
文
書
四
）。
な
お
、

こ
の
書
状
の
文
中
に
宰
相
が
不
慮
の
煩
い
に
よ
っ
て
果
て
た
と
い
う
こ
と
が
書

か
れ
て
い
る
が
、
下
間
宰
相
宗
清
は
慶
長
十
三
年
四
月
十
二
日
に
四
十
七
歳
で

没
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
書
状
は
慶
長
十
三
年
の
も
と
と
わ
か
る
。

（
20
）　

多
久
家
久
・
鍋
島
茂
里
連
署
達
書
（（
前
掲
註
（
16
）、
願
正
寺
文
書
一
三
）。

（
21
）　
「
諫
早
道
安
家
晴
達
書
」（
前
掲
註
（
16
）、
願
正
寺
文
書
一
四
）。

（
22
）　

諫
早
市
安
勝
寺
所
蔵
。

（
23
）　

前
掲
註
（
6
）
参
照
。

（
24
）　
「
本
願
寺
坊
官
川
那
部
主
馬
書
状
」（
前
掲
註
（
16
）、
願
正
寺
文
書
七
）。

（
25
）　

諫
早
市
安
勝
寺
所
蔵
。

（
26
）　
「
須
古
信
明
達
書
」（
前
掲
註
（
16
）、
願
正
寺
文
書
一
五
）。

（
27
）　
「
多
久
家
久
安
順
達
書
」（
前
掲
註
（
16
）、
願
正
寺
文
書
一
七
）。

（
28
）　
「
武
雄
茂
綱
達
書
」（
前
掲
註
（
16
）、
願
正
寺
文
書
一
六
）。

（
29
）　

慶
長
十
二
年
十
一
月
十
一
日
付
「
永
田
大
蔵
丞
達
書
」（
前
掲
註
（
16
）、
願
正

寺
文
書
一
八
）。

（
30
）　

慶
長
十
五
年
六
月
十
九
日
付
「
納
富
千
兵
衛
達
書
」（
前
掲
註
（
16
）、
願
正
寺

文
書
二
〇
）。

（
31
）　

慶
長
十
四
年
十
一
月
十
三
日
付
「
某
達
書
」（
前
掲
註
（
16
）、願
正
寺
文
書
一
九
）。


